
  平成24年２月10日 

 

各   位 

東京都中央区京橋二丁目５番18号 

株式会社マネースクウェア・ジャパン 

 代表取締役社長 相 葉 斉 

（ＪＡＳＤＡＱ コード番号：８７２８） 

問合せ先 業務管理部 ＩＲ/広報担当 

シニアマネージャー 西田 大助

電話 03－5524－8880(代表) 

http://www.m2j.co.jp 

 

平成24年３月期第３四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成24年３月期第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日）の業績と、前年同期（平成

22年４月１日から平成22年12月31日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成24年３月期第３四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 23 年３月期第３四半期累計期間) 

1,326 105 85 58 1,161円63銭

当 期 実 績 （Ｂ） 
(平成 24 年３月期第３四半期累計期間) 

1,959 347 338 192 3,898円33銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 633 242 253 134 2,736円70銭

増 減 率            （％） + 47.7 + 230.8 + 298.2 + 231.9 + 235.6 

 

２．差異の発生理由等 

業績面に関しては、８月からの最大レバレッジ25倍の規制後も大きく影響を受けずにある一定の取引量を維持して

きましたが、第３四半期も総じて円高傾向で、かつ、年末に向けてはかなりボラティリティの低下が顕著に現れ、ト

ラップリピートイフダン®をはじめとする従来からの当社独自の自動発注機能シリーズや、11月に新たにリリースした

ダブルリピートイフダン®等を用いても取引量を確保するには苦戦を強いられる中、前年同期との比較では大幅な増加

を実現することができた結果、営業収益は1,959,594千円（前年同期比47.7％増）となりました。営業費用に関しては、

第２四半期での「Ｍ２ＪＦＸ」のリリース、８月以降に段階的に実施した顧客区分管理信託の受託先信託銀行の変更

やカバー取引先金融機関の変更・追加等に伴ってシステムを大幅にリニューアルしたことに係る必要コストの計上や、

それに伴う償却負担の増加、また、営業収益の増加に伴うコスト増等も相俟った結果、1,612,125千円（前年同期比

32.0％増）となり、営業利益は347,469千円（前年同期比230.8％増）となりました。営業外収益は、受取利息等の計

上により995千円、営業外費用は、支払利息等の計上により9,760千円となった結果、経常利益は338,704千円（前年同

期比298.2％増）となりました。税引前四半期純利益は338,704千円（前年同期比333.8％増）、法人税等合計額として

145,941千円を計上した結果、四半期純利益は192,762千円（前年同期比231.9％増）となりました。 

以  上 


